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町の人口

世帯数 6 ,715 

人口 20 ， 926

男 10 ， 065

女 10 ， 861

2 月 l 日現在

、
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400歳駅伝大会) ", / エ
横
河
原
が
七
連
覇

第
十
五
回
四
百
歳
駅
伝
大
会
が
二

月

二
十
五
日
、
町
民
全
館
周
辺
道
路

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悶
で
し
た

が
、
分
館
対
抗
に
十
八
チ
ー
ム
、
中

学
生
部
対
抗
に
四
十
四
チ
ー
ム

、
オ

ー
プ
ン
参
加
の
清
愛
閣
の
計
六
十
三

チ
l

ム
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。優

勝
第

二
位

第
三
位

第
四
位

第
五
位

八西上横横
反岡林河河
地 原原

レ
ッ
ド
)

フ
ラ
ッ
ク



し報広

平
成
元
年
度
重
信
町
社
会
福
祉
協

議
会
全
戸
会
員
制
の
実
施
に
あ
た
り

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

百

一
万
三
千
百
円
の
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
会
費
の
半
額
は
、
地
域
福
祉

の
増
進
の
た
め
各
地
区
に
配
分
し
、

残
り
の
半
額
は
心
身
障
害
者
、
ね
た

き
り
老
人
、
独
居
老
人
対
策
事
業
費

等
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
実
績
を
報
告
し
ま

す
。

(2) 
ぷ、の'1' 

社
会
福
祉
協
議
会

全
戸
会
員
制

実
績
報
告

級
赤ちゃんは、生後 5 ヶ月を過ぎた頃から母礼 ・ ミルク

だけでは栄養に不足が出てきます。また、赤ちゃんはこ

の頃から食べ物に対して興味を持ち始めます。

離礼食は、不足する栄養を補い幼児食へと移行してい

くための準備食です。

離乳食の大切さと進め方を学ぶ場として、ぜひご参加

下さい。

日時 4 月 17 日 (火)

品弘

子食手L離

地区 名 実績額 交付額(見) 備 考

山 之内 18 ,600 9 ,300 
樋 口 53 ,400 26 ,700 
横河原 98 , 200 49 , 100 

志津川 129 ,400 64 ,700 八反地地区含む

西 |司 37 , 200 18 , 600 

見奈良 83 ,400 41 ,700 
回 窪 128 , 200 64 ,100 
出窪団地 36 ,800 18 ,400 
牛 i拘j 65 ,800 32 , 900 堀池地区含む

牛洲団地 106 ,800 53 ,400 
{番磨台団地 21 ,800 10 , 900 

上 樋 18 , 600 9 , 300 
南野間 35 ,400 17 ,700 
北野田 20 ,800 10 ,400 

北野台団地 11 , 200 5 , 600 

新 キす 20 , 200 10 , 100 

t 林 40 ,400 20 ,200 

下 林 62 , 100 31 , 100 

J:. キf 24 ,800 12 ,400 
メr弘E、 1 ,013 , 100 506 , 600 

重信町社会福祉協議会会費平成元年度

受付

学級

13 : 30-14 : 00 

14 : 00-15 : 30 

IIIT民会館

平成元年 8 月、

無料

母子手帳

7 ・ 8 ヶ月の心身発育 ・ 発達について

予防接種について

神経芽細胞腫について

離礼食の進め方、試食など

9 月生まれ

場所

対象

料金

持参品

内容

粗大ゴミ回収(3 月 28 日)のお知らせ
3 月 28 日(羽は組大ゴミ回収日です。

下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

回収時間
回収日の午前10時まで
(回収日以外の日には出さないで下さい。)

回収する粗大ゴミ

テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、ミシン、ベッド、

机、イス、家具、ふとん、じゅうたん等。 (その他のもの
については事前に厚生課へお問し、合わせ下さい。)

注意事項

一般ゴミ、不燃物(カン ・ ビン類)は従来通りの
日程で回収しますので、粗大ゴミの回収には出さな

いで下さい。

ゴム製品・ビニール等 (うすいアゼシート・ハウ

ス用ビニールシート)などの産業廃棄物及び事業所

からの排出はお断りします。

組大ゴミの中にはまだまだ利用できると思われる

ものがたくさんあります。出す前にもう 一度利用で
きるか確認しましょう 。
次の回収日は 6 月 28 日 (木)です 。

MMR ワクチンの
接種について

幼児に対する麻しんの予防接種は、予防接種

法により義務化されていますが、おたふくかぜ

の予防接種は任意により接手重することとなって

います。 MMR ワクチンは、 一回の注射によっ

て M(麻しん)、 M(おたふくかぜ)、 R (風

しん)の つつの病気の予防接種ができる混合ワ

クチンです。

l 歳以上 6 歳未満の児に対する麻しんの定期

の予防接種を実施するときに、申し出によって

MMR ワクチンを被種することができることに

なっています。 MMR ワクチンの予防接種を希

望されない方に対しては、麻しん予防接種のみ

を行うことになります。

麻しんまたはMMR ワクチンの予防接種を希

望きれる方は、役場厚生課で受診券を発行しま

すので、それを持参の上、下記の指定医で受け

て F さい。

MMR ワクチンの副反応など詳しくは役場厚

生課までお問し 、合わせ下きい。

重信町麻しん・おたふくかぜ・風しん

予防接種実施医療機関

医療機関名 所在地 電話番号

西 野 医 院 横河原1301 - 1 64 -2152 

西 十干 医 志津)11999 - 6 64-2461 

辻井内科・小児科 田窪2030 64-0013 

八木耳鼻科・皮麿科 牛ìm156-1 64-5400 

藤石ク 1) ニック 志津川 1843-} 64 -1234 

一一一ゴミは決められた日、場所へ出しましょう 一一一
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あ
り
が
と
う

土
・6
-
-こ
ろ

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

実
績
報
告

平
成
元
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
は
町
民
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
協
力
に
よ
り
完
了
し
ま
し

た
。み

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
た

く
さ
ん
の
金
品
と
、
重
信
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
三
十
六
万
三
千
五
百

七
十
二
円
を
拠
出
し
、
そ
の
全
て
を

「
ね
た
き
り
老
人

」

や
「
長
期
療
養

者
」
「
福
祉
施
設
入
所
者
」

の
方
々

に
配
分
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
厚
情
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
、
そ
の
状
況
を
報
告

し
ま
す
。

績

区 分 人員 単価 金 官H

老人ホーム等施設
45 5 ,000 225 ,000 

入所者

ねたきり老人家庭
53 4 ,500 238 ,500 

等

長期療養者 158 4 ,500 711 ,000 

生活保護家庭
36 

5 ,000 180 ,000 
(白米) (27合)

準{呆1童家庭 50 5 ,000 250 ,000 

老人家庭奉仕員
19 4 ,500 85 ,500 

訪問家庭

福祉施設(ミカン・
82 ,626 

ジュース ・ 菓子等)

団体援助 35 ,000 

諸経費 3 ,026 

団体活動費
106 ,700 

( 7 ノマ一セント)

メEで入3 言十 1 ,917 ,352 

実分自己募金実績
地 区 名 現 金 白米

山 之 内 27 ,900 

樋 口 80 ,400 5 

横 i可 原 160 ,000 

，づ也=、 i章 )11 188 ,500 10 

西 |珂 57 ,900 5 

f番磨台団地 30 ,300 

見 ズ刀又、 良 125 , 100 

回 窪 189 ,500 

田窪団地 55 ,200 

牛 捌 98 ,700 

上鍾団地 28 ,200 

牛測団地 144 ,080 7 

南 野 回 53 ,000 

~t 野 回 30 ,900 

北野台団地 16 ,800 

新 村 30 ,900 

上 林 60 ,600 

下 林 92 ,600 

上 村 37 ,800 

ライオンズ・ クラブ 地 46 ,000 

A ロ 自十 1,553 ,780 27 

障
害
者
雇
用
継
続

助
成
金
制
度

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度
と

は
、
企
業
が
中
途
障
害
者
(
労
働
災

害
に
よ
る
被
災
労
働
者
を
含
む
)
の

雇
用
の
継
続
を
図
る
た
め
、
職
場
施

設
・
設
備
の
改
善
な
ど
必
要
な
措
置

を
行
う
場
合
に
、
助
成
金
の
支
給
を

行
い
、
中
途
障
害
者
の
雇
用
の
安
定

な
ら
び
に
社
会
復
帰
に
資
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
事
業
主
は
、
ま
ず
受
給
資
格
認
定

の
申
請
が
必
要
で
す
。

山
申
請
の
期
限

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助

成
金

中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内

で
す
。
ま
た
、
中
途
障
害
者
の
職
場

復
帰
予
定
の
三
ヶ
月
前
か
ら
も
申
請

で
き
ま
す
。

②
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成

金中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
ヶ
月
以
内

で
す
。

間
申
請
書
類

①
助
成
金
受
給
資
格
認
定
申
請
書

②
公
共
職
業
安
定
所
長
の
意
見
書

③
各
種
添
付
金
目
類

ω
申
請
の
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
協

会
(
官
三
一
l

七
一
三
一
)

健康づくり料理講習会

というテーマで、実習

3 月 5 日 (月)

午前10時一 12時30分

上村公民館

無料

健康子帳 ・エプロン ・ タッパーもあれ

ば便利です。

希望者には、血圧測定も行います。

を中心とした料理講習会を開催します。

おいしく食べて、上手なカ ロ リー摂取をする

ために、楽しみながら料理をしてみませんか。

多数の方の参加をお待ちしています。

r~~満を防ぐために」

「肥満を防ぐために」

場

料

持参品

所

金

時日

働きながら、また家事を続けながら月 2 回程度日曜

日を利用して高等学校卒業の資格が得られます。
対象生

一 般

特科

定通併修生

学習方法

日曜日を月 2 回程度利用して松山東高校または東予・
南予の指定校に出校して授業を受け、定められた学習
課題を提出することにより学習を進めてゆきます。
修業年限は 4 年以上です。
出願期間

2 月 14 日(水)から 4 月 6 日幽まで

問い合わせ先

松山東高等学校通信制課程
松山市持田町 2 丁目 2 -12 

ft45-0131 

(電話、郵便いずれにでも可)

松山東高等学校通信制生徒募集

高校卒業を目的とする コース
一般教養や知識修得のため希望科目を学
習

現在、

〒790

定時制に在学中で不足単位を修得

生

生

その他

一一一タノくコは町内で買い ましょ う一一一
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国

民

金

年

奥
さ
ん

あ
な
た
は
大
丈
夫
?

和裁科・早縫和裁科

受講生募集

象
催
員

対
主
定

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、

住
民
課
の
国
民
年

金
保
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

平
成
元
年
十
二
月
末
の
図
書
館
利

用
状
況
は
、
図
書
貸
し
出
し
登
録
者

数
九
千
百
人
で
、
町
民
の
約
二
人
に

一
人
は
登
録
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、
図
書
の
年
間
利
用
冊
数
は

四
万
六
千
冊
で
、
町
民

一
人
当
り
、

一
了
二
冊
で
す

。

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
ご
利
用
下
さ
い
。

新
刊
案
内

孔
子

(
井
上
靖
)

人
生
余
熱
あ
り
(
城
山
三
郎
)

て
と
テ
と
子
(

三
田
佳
子
)

な
ど
、
三
百
二
十
四
冊
入
荷
し
て
い

ま
す
。

間

受講料

申込方法

期

交通災害共済
平成 2年度加入申し込みについて

市町村交通災害共済は、不幸にして交通災害を受け
た時、少しの掛金で見舞金を受け取ることができる制
度です。
車を運転される方はもちろん特にお年寄り ・ 子供を

含め、家族そろって加入されるようおすすめします。

加入資格

重信町に住民票のある方

※ただし、学生等で町外に出ている方も、扶養義務者
が加入する場合は加入できます。
掛金額

一般 600円

(昭和50年 4 月 1 日以前に生まれた方。現在中学 3
年生も含みます)
中学生以下 250円

(昭和50年 4 月 2 日以後に生まれた方)
共済期間

平成2年4月 1 日から平成3年3 月 31 日までの一年間
加入申込方法
各組長さんを通じて受け付ける他、 厚生課でも受け

付けます。
見舞金額

等級 災 害 σ〉 程 度 金 官H
l 死 亡 100万円

2 医師の治療実日数360 日以上の傷害 20万円

3 医師の治療実日数180 日以上360 日未満の傷害 17万 5 千円

4 医師の治療実日数96 日以上180 日未満の傷害 15万円

5 医師の治療実日数80 日以上96 日未満の傷害 1 2万 5 千円

6 医師の治療実日数64 日以上80 日未満の傷害 10万円

7 医師の治療実日数48 日以上64 日未満の傷害 7 万 5 千円

8 医師の治療実日数32 日以上48 日未満の傷害 5 万円

9 医師の治療実日数16 日以上32 日未満の傷害 3 万円

10 医師の治療実日数 7 日以上16 日未満の傷害 l 万円

内部障害者の

旅客運賃割引きについて

平成 2 年 2 月 1 日から、内部障害者の方につい

ても、旅客運賃の害1]引きが行われることになりま

した。

割引きには身障手帳の運賃減頼欄の書き換えが

必要です。対象となる人は手続きを行って下さい。

1.対象者

(1)第 l 種身体障害者

①心臓機能障害、腎臓機能障害、呼吸器機能障

害、小腸機能障害の 1 級から 4 級

②ぼう こうまたは直腸の機能障害の l 級か ら 3

級

(2)第 2 種身体障害者および航空旅客運賃の本人の

みの割引き対象者

①ぼうこうまたは直腸の機能障害の 4 級

2. 書き換えの手続き

役場 ・ 厚生課へ身障手帳を提出する。

3. 割引きの交通機関

J R 6 社、各民営鉄道、航空 6 社(国内線)

4. 割引率

現行の肢体不自由者等に対する割引率と同じ

5. 利用方法

運賃減額欄の書き換えを済ませた身障手帳を、乗

車券発売窓口で見せ購入する。

一一一シートベルトは正しく着用しま しょう一一一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
(
第
三
号
被
保
険
者
)

は
、
個
人
で
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
、
将
来
、
自
分
の
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
第
三
号

被
保
険
者
の
届
け
出
」
が
必要
で
す
。

こ
の
届
け
出
に
は
時
効
が
あ
り
、

夫
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
か
ら
二
年
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期

間
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
後
に
届
け
出
を
し
て
も

遅
れ
た
分
だ
け
将
来
の
年
金
額
が
低

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
だ
、
届
け
出
の
す
ん
で
い
な
い

奥
さ
ん
は
、
至
急
、
届
け
出
を
し
て

母子家庭および寡婦

愛媛県母子福祉センター

和裁(10名)

早縫和裁 (20名)

平成 2 年 4 月上旬~

平成 3 年 3 月下旬

無料

3 月 1 日から 3 月 15 日ま

での聞に、印鑑と履歴書

を持参のうえ、役場 ・ 厚

生課で所定の申込書に記

入し申し込む。

(お問い合わせは、役場・厚生課ま

で fi64-200 1)



同
和
教
育

い
ま中

学
校
で
は
(
そ
の
ニ
)

集
団
の
力
で
差
別
へ

立
ち
向
か
え
る
一
年
生
に

ぶ

中
学
校
へ
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
入
学

し
て
き
た

子
供
た
ち
は
、
数
か
月
も

経
た
な
い
う
ち
に
、
大
き
く
成
長
し

た
姿
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
緊
張
し

た
表
情
も
和
ら
ぎ
、
気
心
の
合
っ
た

者
同
士
で
仲
間
が
で
き
て
き
ま
す
。

や
が
て
、
小
学
校
で
疎
外
さ
れ
て
い

た
友
達
や
、
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た

友
達
の
う
わ
さ
が
広
が
っ
た
り
、
新

し
く
疎
外
さ
れ
て
い
く
子
供
が
出
は

じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
目
立
ち
に
く

く
集
団
で
陰
湿
に
行
わ
れ
る
場
合
が

多
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
教
師
の
立
つ
位
置
を
生

徒
の
視
線
に
ま
で
低
く
し
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
で
子
供
の
情
報
を
受
信
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
困
難
な
条
件
を
抱

え
た
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
行

動
で
き
る
集
団
の
育
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
歴
史
学
習
を
と
お

し
て
科
学
的
認
識
を
養
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。
小
学
校
で
の
歴
史
学
習
を

基
に
し
て
、
さ
ら
に
、
同
和
問
題
の

本
質
を
理
解
さ
せ
て
い
く
の
で
す
。

な
か
で
も
、
障
害
を
抱
え
た
生
徒
の

のげし報広(5) 

努せれ・差・立
め 、な・別・場

て実・い・す・に
い践・行・る・立
る力・為・こ・つ
のの・でと・た
であ・あは・学
する・る人・習
。生・こ間・を
徒・とと・と
のをし・お
育理て・し
成解許・て
にささ・

世
の
中
の
不
合
理
・

矛
盾
を
見
ぬ
くニ

年
生
に

一
年
生
で
「
人
間
と
し
て
、
差
別

す
る
こ
と
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
り
、

許
き
れ
な
い
行
為
で
あ
る

U
と
学
習

し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
意
欲
を

身
に
つ
け
て
き
た
二
年
生
で
は
、
さ

ら
に
、
そ
の
定
着
化
を
め
ざ
し
た
同

和
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
部
落
差
別
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
、
強
化
さ
れ
、
解
消

へ
の
努
力
が
ど
の

よ
う
に
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
か
を
学
習
し
、
差
別
を

生
み
出
し
た
歴
史
的
、
社
会
的
背
景

を
正
し
く
認
識
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
、

今
日
の
部
落
差
別
の
本
質
を
的
確
に

見
抜
き
洞
察
す
る
力
と
解
決
へ
の
意

欲
・
態
度
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な

学
習
を
行
い
な
が

ら
、
他
の
教
科
と
も
関
連
を
持
た
せ

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
を
、

学

級
・
学
年
で
培
っ
て
い
る
の
で
す
。

人
権

法
律
扶
助

⑩ 

る
人
の
た
め
に
、
そ
の
事
件
を
取
り

扱
う
の
に
適
し
た
弁
護
士
を
選
定
し

て
、
そ
の
弁
護
士
に
事
件
に
訴
訟
手

続
等
を
依
頼
し
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た

弁
護
士
は
、
訴
え
の
提
起
か
ら
訴
訟

の
遂
行
、
そ
の
他
一
切
の
訴
訟
活
動

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
訴
訟
に
必

要
な
す
べ
て
の
費
用
を
法
律
扶
助
協

会
が
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
扶
助
を
受
け
た
人
は
、
原

則
と
し
て
、
扶
助
が
決
定
さ
れ
た
と

き
ま
た
は
裁
判
が
終
わ
っ
た
と
き
か

ら
、
立
替
金
を
法
律
扶
助
協
会
に
返

還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
実

情
に
応
じ
て
、
分
割
返
済
、
返
還
の

一
時
猶
予
、
免
除
な
ど
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

扶
助
事
件
の
内
容
は
、
不
正
行
為

に
よ
る
損
害
賠
償
、
離
婚
や
認
知
の

請
求
、
給
料
や
退
職
金
の
請
求
、
借

地
、
借
家
関
係
に
お
け
る
明
け
渡
し

の
問
題
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ

l

ス

が
あ
り
ま
す
。

訴
訟
費
用
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員
ま
た

は
法
律
扶
助
協
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

法
律
扶
助
協
会
愛
媛
県
支
部

宮
四
一
|
六
二
七
九

つJ
川
権
相
談

J

一
日
時
三
月
十
五
日
(
木
)

一

一

十
時
l

十
五
時

一

一
場
所
役
場
合
議
室

一

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
営
ん
で
い

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
紛
争
が
生
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
を
守

る
た
め
に
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
に

訴
え
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
裁
判
を
す
る
と
弁
護
士
に
支

払
う
報
酬
な
ど
、
相
当
の
負
担
が
か

か
る
た
め
、
生
活
に
ゆ
と
り
の
な
い

人
々
は
、
結
局

、
裁
判
を
あ
き
ら
め

て
泣
き
寝
入
り
す
る
ほ
か
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
困

っ
て
い
る

人
々
の
た
め
に
、
弁
護
士

の
報
酬
な
ど
を
含
め
て
、
訴
訟
の
費

用
を
全
部
立
て
替
え
る
と
い
う
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
財
団
法
人

法
律
扶
助
協
会
が
、
国
か
ら
補
助
金

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
法
律
扶
助
事

業
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

法
律
扶
助
を
受
け
る
た
め
の
要
件

は
、
資
力
に
乏
し
く
、
勝
訴
の
見
込

み
が
あ
っ
て
、
法
律
扶
助
の
趣
旨
に

合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
勝
訴

の
見
込
み
が
あ
り
、
扶
助
の
趣
旨
に

合
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
扶
助
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
が
、
法
律
上
正

当
な
権
利
を
持
ち
、
そ
れ
を
正
し
く

主
張
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
訴
訟
で

勝
て
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
込
み
の
あ

る
こ
と
を
い
い
ま
す

。

法
律
扶
助
協
会
は
、

扶
助
を
受
け

座
松山藩御用窯だった西ノ岡焼は、最近その価値

が高く評価されはじめています。

演題陶片から見た西ノ岡焼

講師側梅野精陶所常務取締役

山本典男氏

日時 2 月 25 日(日) 13時30分 -15時30分
場所町民会館

問い合わせは、町立歴史民俗資料館まで

(宮64-3414)

講史土郷集
18歳以上25歳未満の男子

特別国家公務員

121 ， 000円(衣食住無料)

常時

総務課 (fi64ー2001)

自衛隊松山募集案内所(宮47-3040)

募
r::, 
届{暫自

応募資格

身分

初任給

受付

問い合わせ

一一一病気見舞いのお返しを廃止しましょう一一一



(6) 

新
成
人
意
見
発
表

亡と
'じρ

。

英
仁

ぶ

歴
史
は
過
去
、
現
在
、
未
来
と
切

れ
目
な
く
流
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
は
平
坦
で
は
な
く
、
絶
え
ず
変

化
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
変
化

に
は
時
々
節
目
が
現
れ
ま
す
。
今
は

世
界
史
の

一
つ
の
節
目
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

特
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

の
撤
廃
は
世
界
史
に
大
き
く
記
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う

。

こ
の
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変

化
を
み
せ
る
世
界
の
中
で
、
日
本
も

ま
た
国
際
化
の
新
し
い
局
面
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す

。

こ
の
日
本
で

生
ま
れ
た
私
達
若
者
の
な
す
べ
き
こ

と
は
、
日
本
が
国
際
社
会
の
中
で
よ

り

一
層
活
躍
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、
今
日
成
人

の
日
を
迎
え
た
私
達
の
義
務
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
多
少
の
気
負
い
も

感
じ
ま
す
が
、
日
本
の
将
来
を
ま
か

せ
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
大
学
生
活
を
無
駄
に
過

ご
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。
時
と
い
う
も
の
は
、
知
ら
ぬ

のtt' し報広

聞
に
私
達
を
子
供
か
ら
大
人
に
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た

。
二
十
年
間
が
過

ぎ
て
い
く
の
が
早
か
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

私
達
若
者
に
は
時
間
が
無
限
に

近
い
ほ
ど
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
失

敗
し
て
も
、
敗
者
復
活
戦
が
あ
り
、

何
度
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

こ
の
毎
日
の
二
十
四
時
間
が
、

私
達
の
人
生
の
糧
と
な
っ
て
い
く
の

で
す

。

そ
の
中
か
ら
私
達
は
自
分
自

身
の
人
生
を
織
り
出
す
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
時
間
を
正
し
く
、
効

果
的
に
用
い
る
こ
と
は
、
人

生
の
最

大
の
課
題
だ
と
言
っ
て
も
過

言
で
は

な
い
で
し
ょ
う

。

こ
の
瞬
間
に
も
人

生
の
時
間
を
一
秒

一
秒
使
っ
て
い
る

の
で
す
。
今
し
か
な
い
こ
の
大
切
な

時
聞
の
価
値
を
知
り
、
そ
の
時
そ
の

瞬
間
を
有
意
義
に
使
い
た
い

。

最
後
に
、
今
日
で
き
る
こ
と
は
決

し
て
明
日
ま
で
延
ば
さ
な
い
よ
う
に

こ
れ
か
ら
の
日
々
を
送

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

。

志
津
川和

田
あ
か
ね

私
は
昨
年
の
春
、
専
門
学
校
を
卒

業
し
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。
戸
惑

い
な
が
ら
も
も
う
九
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
社
会
の
し
く
み
や
礼
儀
、
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
自
分
の
未
熟

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
楽

し
か
っ
た
学
生
生
活
に
戻
り
た
い
・

そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
考
え
、
現
実
か

ら
逃
げ
よ
う
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
自
分
の
甘
さ
に
対
す

る
反
省
と
新
し
い
目
標
を
た
て
る
の

に
よ
い
機
会
と
思
い
、
成
人
式
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

社
会
人
と
し
て

一
番
必
要
な
も
の

は
「
常
識
」
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
、
そ
し
て
私
の
周
り
の
人
が
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
常
識
を

持
ち
、
ま
た
子
供
の
よ
う
な
純
粋
な

気
持
ち
も
持
ち
続
け
る
素
敵
な
女
性

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
も

一
つ
悲
し
い
こ
と
が
あ

っ

た
。

今
日
も
ま
た
一
つ
う
れ
し
い

こ
と
が
あ

っ
た
。
笑
っ
た
り
泣

い
た
り
望
ん
だ
り
あ
き
ら
め
た

り
に
く
ん
だ
り
愛
し
た
り
・

そ
し
て
こ
れ
ら
の

一
つ

一
つ
を
柔

ら

か
く
包
ん
で
く
れ
た
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
の
沢
山
の
平
凡
な
こ
と

が
あ
っ
た

こ
の

詩
は
、
首
の
怪
我
が
も
と
で

手
足
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

星
野
富
弘
さ
ん
が
口
に
筆
を
く
わ
え

て
書
い
た
詩
画
集
に
載
っ
て
い
た
も

の
で
す

。

ま
た
、
私
の
大
好
き
な
歌

の
中
に

「
こ
ん
な
日
も
あ
る
よ

」
と

い
う
文
句
が
あ
り
ま
す

。
つ
ら
く
て

た
ま
ら
な
い
、
お
も
し
ろ
く
な
く
て

淋
し
い
:
・
だ
け
ど
、
そ
ん
な
日
が
あ

る
か
ら
楽
し
く
て

幸
せ
な
日
が
あ
り

が
た
く
思
え
る
。
今
つ

ら
く
て

も
そ

の
う

ち
い
い
こ
と
が
あ
る
、
と
自
分

自
身
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
が
ん
ば

っ

て
い
く
。
星
野
さ
ん
の
詩
も
こ
の

こ
と
を

語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く
人
生

。

今

ま
で
以
上
に
つ
ら
く
て
苦
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
も
「
こ
ん
な
日
も
あ
る
よ
」

と
自
分
自
身
に

言
い
聞
か
せ
、
そ
し

て
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
常
に
前

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
お
知
ら
せ

一
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た

一該
当
者
の
方
(
広
報
し
げ
の
ぷ日

…月
号
掲
載
)
に
も
記
念
品
を
用
意

…
し
て
い
ま
す
。
三
月
下
旬
ま
で
に

一町
民
会
館
・
社
会
教
育
課
へ
受
け

一
取
り
に
来
て
下
さ
い

。

〆

r〉
‘
、
ペ
〈
，er
d
、
見
〈

d
t

〈
J
、
t
t

〈

P
〉
》

3
、
《
e
r

〉
、

平成2年 重信町成人式

一一一おとなりにあげる安心火の始末一一一



ぷ、

重
信
町

婦
人
団
体
研
修
会

重
信
町
婦
人
団
体
研
修
会
が二
月

四
日
、
町
民
会
館
で
約
二
百
人
が
参

加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

「

重
信
町
の
快
適
環
境
(
ア
メ
ニ

テ
ィ
)
を
考
え
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で

分
散
全
、
全
体
全
に
お
い
て
熱
心
に

討
議
さ
れ
ま
し
た
。

物
の
豊
か
き
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ

と
人
々
の
価
値
観
が
変
化
し
て
い
る

中
で
、
婦
人
の
役
割
り
や
何
を
す
べ

き
か
、
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ

ま
し
た
。

の'1' し幸良広(7) 

ふ
る
さ
と

e

つ
く
り
講
座

め
ま
ぐ
る
し
く
開
発
が
進
む
な
か

で
、
美
し
く
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る

「

ふ
る
さ
と
.
つ
く
り
講

座
」

が
、
町
民
会
館
を
主
会
場
に
、

分
館
長
、
有
志
が
参
加
し
て
年
間
九

回
聞
か
れ
ま
し
た

。

「

手
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
む
ら
お
こ
し

体
験
者
、
ふ
る
さ
と
再
生
グ
ル

ー

プ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を

学
び
ま
し
た

。

来
年
度
も
、

「

夢
の
あ
る
ま
ち
、
つ

く
り

L

を
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
す

。

受
講
希
望
者
は
教
育

委
員
会
ま
で
。

国

民

年

金

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
平
成

二
年
四

月
か
ら
八
千
四
百
円
に
改
定
さ
れ
ま

す
。四

月
に

一
年
分
を
ま
と
め
て
納
め

る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
す

る
と
、
毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
、
さ
ら
に
次
の
表

の
よ
う
に
割
引
き
さ
れ
る
の
で
お
得

で
す
。

く
わ
し
く
は
、

住
民
課
・
国
民
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

定額保険料

定額保険料 + 
付加保険料

毎月納めた 円 円

場 メロ入 100 ,800 105 ,600 

前納をした 円 円

場 メ日入 98 ,370 103 ,050 

害IJ ヲ | 告買
円 円

2 ,430 2 ,550 

標準価格米の小売販売価格の

改定について
登記所からのお知らせ

標準価格米の小売版売価格は、その原料となる昭

和63年産米の政府売渡価格が引き下げられたため、

平成 2 年 2 月 10 日から、 10kg当たり 3 ， 765円(袋代

及び消費税込)に改定され、現行 3 ， 825円(同)に

比べ60円値下げされます。

なお、本県の標準価格米は、次表のとおりの原料

でできています。

松山地方法務局

登記所にある会社の登記簿及び、各種の法人の登記

簿の閲覧は，平成 2 年 4 月 1 日から有料(閲覧料金

は300円)となります。

また， 登記手数料令の一部が改正になります。

(主なる部分は下記のとおりです。)

表 標準価格米の原料玄米構成割合 (単住 : %) 
「
戸」

号
-
ロ

計5 類1 ， 2等3 類 1 ， 2等200円→ 300円登記簿の閲覧

謄本・抄本 60.0 12.0 48.0 63年産米400円→ 500円

40.0 8.0 32.0 元年産米

計

最寄りの登記所の窓口でお詳しいことは，

尋ねください。

なお ，

100.0 20.0 80.0 

一一一おとなりにあげる安心火の始末一一一



(8) 

かすり&

タオルファッション募集

のt-r し広

応募者の資格

個人及びグループ

作品の種類

0かすりを用いた作品

着物、洋服及び小物製品
を含む。)

0 タオルを用いた作品

洋服及び小物製品(イン テリア用品を含む。)
作品の条件

作品の素材はかすり又はタオルを 50%以上

使用したもので未発表のものに限ります。
受付期間

平成 2 年 4 月 1 日 -5 月 3 1 日

問い合わせ先

第 5 回国民文化祭愛媛県実行委員会事務局

松山市一番町 4 丁目 4 -2 愛媛県庁内

fi41-2111 (内線2176-2178)

(イ ン テリア用品

戸
籍
の
動
き

二
月
十
五
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

機 'ド忘 111 見北両日f 北牛樋 住

ilfHZ j 津之奈'1'J !!'f' 
j拘l 川内良 HI 防l 窪田 j相IJ 11 所

I IJ 山 森加 i頼'1': f主阿今 大波
保

木本 川 総 n 者11 々蘇用阿部i

宗孝 f守秀絡 宮i男尚木幸 iift 敦志 清 議

リム志 Ufl 茂叶 久織 宏降
者

除孝能大岳義 ー 理 I E 菜 出
優 書11 生

売行匡幾史紀 IP: fi少人 美 児

生

23 23 22 16 14 13 13 7 6 6 2 
年月
日

償問機 F 牛志 !I " 横山旧，志
i可 iiíJ 之 ;京

原;笠原林 j剃川 j自l 原内窪川

鈴 卜十束I 森大小 il(r村中 j度同 iqJ
本 liÍiJ .H ~仁 倉 tfll 部旧日j

龍 PF 道 知I 一 漠裕克平日
也 íiJ 犬与j 情強幸六げl 彦文

耕J1J!. 香 1寄泰 .f~ 三 矧 1ヰ
ュ，ιJ、 由主 手キ

介沙袋 二r Í谷 ' 1活自日馬

2 2 222  

7 5 5 2 1 31 30 30 29 28 26 

死

(
お
悔
み
)

t 

,-" -_-, 、一、

月 日 fJ ミ科 r, H年 r:日 よι害日対 所

18(日) 当番[玄 山1>:内科 川内町 ~t}j' ft66-2066 

20(火) 妊鰍健 診 1 4 ・ 00-14 ・ 30 1 ßI J 民会館

2 1 (水)
春分の 1.1 コ'ミ 収集休みます。 24 IJ 1I:!に :1 '， して F き L 、

ーー・・ーーー ・... . ..ーーー -ー--- .--- _・・・・ ・ ・ ーー ー ー ・ 司..，・・・ー ・ _- ---ー ー・ 合圃 晶 ・"・. . . _ --

3 
当番医 泉内科 川内田j 南方 公66 -2226

心配ごと 相談 13 : 00 -1 5 : 00 役場会議守宅
ー.._ .

22(ね
j橋混合 F防接積 II ~Jl 

S62年7月 -12月生及び 14 :00-14 :30 町民会館

月
6歳未満の未彼種者

25(日) 重当信番l町去鋒踏十発表全病会院 I í Ó:õ~川4内田l ・南1方目「 -公民66全--50d11 
26(月) 健康相 談 28 日(水jまで f干 地 区

28(:水) 粗大ゴミ回収目 指定場所^午前10時までに出し て ドき い。

1 (日) 当苦手医 国立療養所愛媛病院械河原 ft64-2411 

2 例) 佳国民!年ま金』保[，1険φ 料談納期-限I' ù:ò'ô二 Ì ，j:6ii I 町民 会 館
4 (本) 節句のためゴミ収集f*みます。 7 日間に爪して F き \' 0

7 けj 31 8iR し会 1 3:30-15 ・ 00 1 12i] 1』 44' 

8 (11) 当番l去 友愛医院 松山市水泥田] ft76-6262 

9 ()J) 狂犬病予防注射及び畜止1m(山之内、樋1.1、繍河原)

1 0(刈 " ( 1黄河l臣、 品、 i初 1 1. 丙|司、 見 f官良)

1 1(水) 11 (役場前、問謀、 f判明 )

12(ね 11 (J樋、指磨台、新村、北野AU 村、ト林)
4 

(上林、 F林)1 3t剣 " 
14W お話 し会 13: :!O-15 :00 |文l 書 館

15(H) 当番[室 北上懸形外科 松山市一ー平一ー井寸ー 田T ft75 -3753 

17(刈 離乳食'予級 13: 30 -1 S : 30 町民 会館
Hjじ{f'.8 ・日 JI '1: 

指人の疾病 f 防講陣 、:ZZilq -qO 1 r… M 
1 8(1ド) 「子店がんの子防につL

~ Iー主上限定 l例検t.' i 10:00-15:00 北市井小体育館

乳児健 診 1 3:30- 1 4 ・ :lO i 町民会館
月

印刷 H元年 6 ・ 1 2 !l'1: 
..色合・ーー ・_ "--" _ . .-.・ ーー ・ー ー‘ー・・・・・・・・・・"

百十建;協定期検育 10:00-15 :00 1 f有六 tl'小体育館

20f匂 11 10:00-15 目 。。 n ，志小体育館

22(m 当重信番町医民大永運動山会内科 I 9松冊山~市北梅本l 町重信ft7士地6-竺1 7笠8区8 
23(J'I) 健康キ11 議 25fI (Ij() まで 径

みどりの LI
29 (日) 圃b ・ーーーー-ー・ .. __....-晶圃晶 . . . ___.__・ー---_...- -._. _ ._ . - - _ - -_ .-ー..ー ーー. ..

当番手医 宮内病院 松111 市北怖本間r ft75-0091 

振替休 日 ゴミ収集します。該当地区 1 ;1. 11'， して下さ L 、

30(月) 止貰い J.げ i;tf本みます。 5 月 6 日(月)に連れて来て F さ L 、
- _ -_" _ -・ーーーー . ..・b ・‘+ ・ ・ 4・ ・ ・ ・ ・・・‘・ ・・・ 『 ・-- ---- -‘ ・・ ー・・‘・・・._ -- ・也 4 ・・・・・・ a・- .._--- -

当番医 渡部内科 恰山市街梅本町 ft75 - 2232

問
径
一
閥

一
通

間
後
一
山
崎
ト
シ
ヱ

横
河
原
一
武
本
ヒ
サ
ヨ

見
奈
良
一
池
川

満
子

k

林
一
管
崎

議

回
復

一
高須
賀
長
男

牛
洲

一長
尾
向

上
林
一
山
内
ミ
チ
ヨ

間
諜
一
板
本
照
雄

午
洲
一
高
須
賀
キ
ヨ

横
河
原

一波
部
孝
チ

北
貯
川
一
相
原
ミ
サ
ヲ

下
林
一
井
上
政
子

洲
一
官
同
市
孝
之

90 87 90 55 86 56 91 67 60 79 86 84 90 78 

1 1 1 1 1 1 1 

31 31 31 :30 29 29 21 

内
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・
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・

phd

つ
'
u
・

κ
u

。
ι

・

0
D

2

・

9

内/
M
・

n吋d

「
妊
婦
健
診
」

終
了
の
お
知
ら
せ

巡回交通事故相談 | 毎
川

実
施
し
て
い
ま
し
た
「
妊
婦

健
診
」

は
‘
平
成

二
年
三
月
で
終
了

し
ま
す

。

今
後
も
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
で
定
期
健
診
を
受
け
て
下
さ
いc

4 月 10 日 (:k)

午前 10時一午後 4 II-ij; 

役場 2 附会識不

(1)愛 t堤弁議上会
(2)愛ほ;iJlil停協会
(3) [] 木県在保険協会 IJLj I J~地

方委員会受峨 7tf定 iif~会
M，辛|
お気粍にご相談 1" さ L 、 。

時

場所

協力団体

日

L_ 
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